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【目的】 

 本研究の目的は、女性エリートアスリートの持つライフスキルがいつどのように獲得

されたのかを明らかにし、引退後のキャリア選択に影響を及ぼすと考えられる要因につ

いて検討することであった。 

【方法】 

 元女性エリートアスリート 17名（うち 14人がオリンピアン）を対象とし、オンライ

ンによる半構造化インタビュー及びライフスキル評価尺度(島本・米川,2014)を援用し

たウェブ調査を行い、インタビューデータは GTAを用いて分析した。 

【結果】 

本調査の対象者のアイデンティティの再体制化レベルは 4グループに分かれた。時間

的展望と社会化予期の違いによって再体制化の程度も変化することが推測された。主体

的なキャリア選択と他者によるサポートを経験したアスリートほど現在の役割に対す

るやりがいや生きがいを見出していることが確認された。 

一方、引退後にキャリア移行するまでに目標の喪失による葛藤を経験する場合が多い

ことが明らかとなった。 

ライフスキル調査の結果、本調査対象者がエリートアスリートであったためライフス

キル獲得レベルは平均的に高く、グループ間での有意差は見られなかった。 

【結論】 

 本調査結果から、アイデンティティの再体制化やセカンドキャリアの充実度に、社会

化予期と時間的展望を加えた主体的なキャリア選択と他者によるキャリアサポートは、

セカンドキャリア形成に影響を与える要因だと考えられる。しかし、アスリート自身が

幼少期からアスリートとしての有限性を理解し、引退後について危惧し、他者によるサ

ポートだけではなく主体性のあるキャリア選択を行うことでアイデンティティの再体

制化につながると考えられる。 

 




